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北海遺におけ器浅熱水性銅・鉛・籔鉛

鉱鎌の特徴（その置）

　　　　　　　　沢　　俊明　山繊　敬一…

　　　　　　　　成田　鍵吉　薫十嵐昭明

　、獄毎道における磁1数は現在90あるが，稼費してい

るのは豊羽・本蔵の9鉱1．乳1で，他鉱掃種に付随する畿重記

鉱署を出鉱しているのに大江・入雲両鉱揖がある、，

　鉱床の分布は西南部および東北部に集中し，中軸地帯

にはほとんど全く当鉱床種が認め鋭れない。、このよう癒

分布の地域性は，北海道の醜質構成にょるもので，概括

約にみれ、ば西南部の鉱床は新第三紀の火1．む1岩および火1
1．1

砕麟岩刺こ，東北部グ）ものは基盤岩の肖；岩・砂岩互層中

に月杢胎する。L／かし，1瞬者中で志，松前・亀絹爾半、鶴置也

区では糞嚢盤景｝申にヲ／l　l▽）北．党、翫部お．kび知／寒肇罫鴇地

区では新第三紀グ）火山岩あ・いは火！．L覇屑岩中に胚胎いす

る、，地質構造的な胚胎位置は，他鉱床種に較べ第還紀1沖

ヴ）ものではノ唄舞？舌戴3の中憲．・！lこ騰）諏鐸巌く，基盤躍寺申のもの

では，隆起あるいは断裂運動の活夢か1 ！心／撒近く覆藁1→念，、

　鉱床は形態的に1慧状および脈状のものが1彰圭），前者‘に

は国懲懸洞蔀難れ墾卜擁叢鱗蓬の諸譲拡霞，葉　薪・こ醤　：羽ド駅！輩

寿都・；撫蔵・長万部糧銭亀沢などの諸鉱山が澄）る、，両者

の1樗閥悲皇とみヂれ、る竜、のにエ鉱趣大憲両鉦1山がある、，

　綴財犬の鋤く床はラ…準熱，事熊動ζ・誰雛菰舶遇1鉦1のほか，嚢　lll

ジ籍・繁ず・鳶などを付随も〆ている。しかし，一…単位の鉱禰群

がノ玉・乗兇率莫なこと蔭敷印葺鰐と編こイヒ鋭詳吻が緯襲一墜　襲ζこく謙，こと

（飼慰），　剣蒼がや、・粗讐奪で掛）ることなどが特イ敷である、，

鉱灘には，黄鉄鉱の皿懲ズ7オルム構造グ）ほか，閃亜鉛鉱

中ぴ）1．鳶銅鉱の離溶組織がよく認められ，灘ゴフォルム構

造は塊状鉱ばか！）でなく，網状鉱にも認め碧、れる．また，

鉱床は明　かに，母岩生成後の構造要素に支配されて形

成されている。

　脈状ぜ）鉱床は，そのほとんどが甦、1麗鉛鉱お．類び方鉛

鉱・黄鉄鉱などを主．体とし，黄銅鉱を1麟莞した緑濾、鷺

一一銅鉱脈および眉英一一銅鉱脈ノまどは認められない。こ勇

ような性格は，前述した髄胎位置．母岩などに関係なく

北海道におけるこの種鉱床の大きな特徴である．しかし，

この窪　・醗鉛彗流化鉄などを癒i体にL〆穴㎜中でも，欝鎌、床

によつて多その主要鉱署鉱吻の継合せは非常に異な、つて

いる．　競才鞭ま，　匙欠に・述碑べる鉱化イ乍用の三主裁期の性格に謬㍍

配されていると考えている．すなわち，本鉱床種の鉱化

質用は初期，主要期，末期の3期縞大別され，初期には，

多＼の揚　　署英一絹雲母一一黄鉄鉱，主要期には，前期

に蕎英一黄鉄鉱，後期に蒋英一黄鋏鉱一方鉛鉱一閃癒鉛

鉱一一黄銅鉱などの組麟せで形成されている。この期に一・

部ではほとんど黄鉄鉱のみが濃集することが慶，る、，宋趨

は　　鳶鉱床によつて差・異があ！），5蒼英…一黄鉄鉱，菱・マン

ガン鉱一、方角峯石などの委 葦がある輪

　主要期の鉱石鉱物の濃集状源は，答鉱床によつて著し

い特徴が1鑓），方鉛鉱・閃亜戯鉱　（豊羽・浄都），石英

一灘鉄鉱（1三瞬il7井），他形』“鉄鉱（長万部）などそれ

ぞれ独自に優勢になつている．豪た，主要期に局部的に

黄銅鉱がや、優魏糧形成されていることがあ！）（北晃・

久遠ザ井），この場合，緑泥石を多宝伴ない，緑泥石

…銅鉱脈的’性格を1拳くす。これらの傾向は，単一一，1磐1に

あつても行なわれている．

　空要期における鉱石鉱物の濃集状態グ）　熱は，

成の地聡構造的な段麹の違いの反映とみ嚇，よ1）深

期三で瑠）鉱1夜の分化が考えられる．

　㌧嘘》る高温型鉱石鉱物は，輝蒼鉛鉱・輝水鉛鉱・磁

硫鉄鉱などが憩数鉱山に言，1鋼、れるが，輝蒼鉛鉱は主要

期の黄銅鉱がや岐農集した部分に共生する、，磁硫鉄鉱は

磯種の産状があ…ラ，単独脈，閃1亜鉛鉱中の離溶粒，黄、胴

鉱中び状離溶粒，三1要肩他形塊状黄鉄鉱との、鍍生などで

あ罫，この態数鉱i、奪ぐ副成分鉱物として，錫石・黄錫

鉱・磁鉄鉱・四面銅鉱・ルソン銅鉱・硫砒銅鉱・輝安鉱

などが産出する、，鉱石の組織は，黄銅鉱中の磁破鉄鉱・

閃亜鉛鉱，閃亜鉛鉱申グ）磁硫鉄鉱，黄銅鉱などの離溶組

織が多く（ゐ鉱床で二縷．達iするが，墨状閃1顛璽｝鉱韓1北箆・戸

井など2，3の鉱床より　、められオ．、い奪

　蘭述鉱化作用の3時・期に伴なう黄｛鉄鉱の性1質はぐ各期で

潔許霧女がま　），∫初期のものは立．方体，壕鰯虫岬3i朱数）機で産し，

粒麓はα（鶏～獄！撚螢，　1縦大α2m灘である。イ韓造腐食

反鑓肱（K敷曝楓曝1一鮎㌔sぐ入（11三））は，常？籏で反罵、せずシ

1憩0楓〕鷹で結晶外形に華行な，累帯構造が現われる．三撃

期は夕前期のものが立方イ蓉江まれにs角駕面体で・，単体岬集

合状で産し，粒度は○．2畷〕．騒脚ジ数むる．、後期のものは，

ぞ也ナ疹緊吉晶の響な難餅体とuて産しヲ3粒度は○．難～慧雛鐵

程度であ嵐．これは，方鉛鉱・閃亟鉛鉱窯れに黄銅鉱の

婆、議有物を含む．また，裂開，圧砕などの構造が発達する

こおが凌　5．構進腐食反応は，常温で比較的容郷に反応

L〆多灘三方形輝S角形の／薄達読力叢蘇われ豊30（）。C出では経二粘

のほとんど紅前述構造が翼われる、とき紅，これら構造

中に，さらに細かな1G淘50滞i稽圭度のllE力誉≠構．造が濠募議出す

る．．宋期のもヴ遍讃，論．ソy体，　§角i2面体まれ，に呂潅1体の

自形糸為細として産し，粒度は普通3～ε漁搬で、鄭るが，

ときに激（燃のも“）がある．構造腐食反応は常温で反応

しない韓ざか舞でなく，30（碧（）皿絵でもi憂化は言忍図）爵）才もない．

、塁、れに，この繰作を徽度繰参返して始めて構造が翼われ

ることがある、　　　　　　　　　　　　　　（北海道支所）
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